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水と緑と花のまち 譲瀧重量昭和50年 自月15日 No.763 

空通事故相談日

6月24日 〔火〕

市役所市民相談室

市政だより

10時 - 15時
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乙

乙

を

と

じ

て

く

だ

さ

も、

盛付の指...受する生徒さんたち O 

勤労の余綴を有効に

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホームは、勤労符少年のために各種相般

に応じ、必要な助言と指噂を行い、レク 'Jエ ソ ヲシ

活動、その他勤労の余暇を有効に活用するため場所と

機会を槌供しています.

相談は、グループ ・クラプづくりと運営、機舗の人

間関係、職業、耳障趨!と関する悩み、恋愛、結婚"どが

多いようです.

料浬教室俗、毎月第1・3の火・水 ・木 ・金曙日午

後6時から東和子先生、瓜生憎手先生の指導で季節"

応じた例理の作り方について指導を受けています.

生徒は、市内に住所又は窃め先を持つ25歳未講の背

年(女子)120人で4グル プに別れています.

一自の仕事を終え、疲れも忘れて楽しいふんい気の

なかで献立裂を見ながら酷し、に勉強しています.

楽しいふんい気で

料 理教室
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毎月 l日・15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長立石直衛印刷所/九州凸飯縁式会社



りおおむ昭和50年 6月15日
1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 1111 111 11 111111 11111111 111 111 111 111 11 IlIlIIIIIIIIIIIlIIlIIIIIIf 

(2) 市政だより
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水防・防災会議で対策

梅
雨
期
に
入
っ
た
六
月
五
日
、

市
役
所
で
関
係
行
政
機
関
・
団
体

学
識
経
験
者
で
構
成
し
て
い
る
水

防
協
議
会
と
防
災
会
議
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

午
前
中
の
水
防
協
議
会
は
、
危

険
区
域
の
防
災
対
策
、
河
川
に
繁

茂
す
る
「
ヨ
シ
」
の
除
去
な
ど
が

話
し
合
わ
れ
、
す
で
に
消
防
団
で

は
実
地
の
訓
練
も
終
り
、
力
強
い

防
災
へ
の
意
欲
が
う
か
が
わ
れ
ま

し
た
。午

後
の
防
災
会
議
で
も
危
険
区

域
の
防
災
工
法
が
主
題
と
な
り
、

昭
和
三
十
二
年
の
大
水
害
の
教
訓

を
生
か
し
て
再
び
こ
の
よ
う
な
災

害
に
会
わ
ぬ
よ
う
に
各
関
係
機
関

諸
団
体
が
連
絡
を
密
に
し
て
、
郷

土
の
防
災
に
あ
た
る
よ
う
申
し
合

わ
せ
て
閉
会
し
ま
し
た
。
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色

彩

丘主
1ヨ.

か

中
央
保
育
所
増
築
完
成

二
月
中
旬
か
ら
工
事
を
進
め
て

い
た
西
大
村
中
学
校
裏
側
の
中
央

保
育
所
が
乙
の
程
完
成
し
ま
し
た

新
装
な
っ
た
当
保
育
所
は
幼
児

の
心
を
な
ご
や
か
に
す
る
た
め
、

色
彩
豊
か
な
室
内
と
各
年
齢
層
に

区
分
し
保
育
教
育
を
実
施
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
保
育
所
で
す
。

議
離
騒
翻
一
一
げ
に
辺
一
議
議
錦
鯉
m
川
匹
を
寄
付

一
一
議
鱗
欝
輔
向
上
九
縁
、
jJuhrAF
A

:

E
R
--

判
明
議
議
鑓
顔
編
鼠
嗣
願
騒
欝
軍
事
金
誌
、
、
九
一
一
一
ケ
上司

鱒
機
難
関
騨
翻
遡
鰻
~
湖
m
A

大

村

市

愛

鱗

会

輔
醐
翻
輯
醐
開
J
鱒
鱗
鱗
機
織
鵜
禁

~:;JF

鱒
鞘
贈
議
機
齢
誠
一
?
っ

澗
離
関
内
輪
閣
機
人
材
ご
い
ん
五
月
一
手
一
日
午
前
十
時
か
ら
れ
る
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

F
J輔
勝

麟

総

鶏

繍

欝

人

ン

段

、

愛

鱗

会

(

勢

戸

利

春

会

長

、

会

員

い

ま

す

。

山

闘
騒
醐
園
田
臨
較
髄
間
期
臨
際
藍
騨
翻
ぷ
?
?
が

組
輔
輔
舗
網
藤
闘
鱒
購
麟
…
ゑ
四
十
人
)
で
は
、
錦
鯉
(
黄
金
、
鯉
は
会
員
の
皆
さ
ん
が
飼
育
し
川

島
韓
関
臨
輔
闘
輔
輯
臨
龍
轍
欝
♂
紛
紅
白
、
大
正
三
色
)
三
百
匹
を
大
て
持
ち
よ
り
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
ハ

組
閣
闇
闘
臨
醐
瞳
臨
ん
…
:
繁
村
公
園
の
す
い
れ
ん
の
池
に
寄
付
す
。

鱗

鯛

鱒

醐

輯

額

約

一

九

一

三

一

緋

さ

れ

ま

し

た

。

す

い

れ

ん

の

池

は

、

皆

さ

ん

の

一

愛
鱗
会
は
、
四
十
六
年
発
足
以
憩
い
の
場
所
と
し
て
親
し
ま
れ
美
川

鰹

を

放

流

す

る

~

会
員
の
み
な
さ
ん
来
毎
年
鯉
を
寄
付
し
、
公
園
を
訪
し
い
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

従
来
百
二
十
人
の
定
員
を
六
十

人
増
員
し
、
六
月
一

日
か
ら
百
八

十
人
の
マ
ン
モ
ス
保
育
所
と
な
り

幾
分
な
り
と
も
幼
児
保
育
の
需
用

緩
和
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

完
成
さ
れ
た
マ
ン
モ
ス

中
央
保
育
所

T
3・1
-
〈
-
f
J
・Z
2
3
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-
z
t
f
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-
-
z
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-
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・J
-
z
f
J
・・2
・
〉
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・1
・2
1
・f
・f
m

叫

田

植

え

賃

金

決

ま

る

ム

農

業

委

員

会

川

A

~

 

叫
農
業
委
員
会
は
田
植
え
賃
金
食
事
付
き
二
千
五
百
円

V

V

な

ど

を

次

の

よ

う

に

決

め

ま

し

食

事

な

し

三

千

円

め

ん

た

。

田

植

え

機

械

に

よ

る

田

植

え

ん

~
こ
れ
は
標
準
で
す
か
ら
立
地
十

α
当

り

四

千

百

円

ハ

へ
条
件
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
が
賃
耕
料
(
十

α
当

り

)

い

~

あ

り

ま

す

。

春

田

起

し

四

千

t
四
千
五
百
円
~

ゾ
田
植
え
賃
金
(
男
女
と
も
一
日

植
代
か
き

二

千

t
二
一
千
円
仏

内

当

り

)

田

畑

耕

転

三

千

円

(

、fコ，
E9J-
、J
a
-
Z
4
3
・-at
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-f-JEE--
、，
-ae--E
、F-'d-r
、--‘-'・
r
t
f
、，
-''Jt
、.-
1
r
、-JFP
，r
e
ごご、
JE--

選
び
方

とは

一
、
製
造
年

月
日
の
新

し
い
も
の

二
、
製
品
の

表
面
が
汗

を
か
い
て

い
な
い
も

製品編

ロ
ロ口加工食

魚肉ね

の
三、

漂
白
剤

着
色
料
を

使
っ
て
い

る
も
の
は
で
き
る
だ
け
さ
け
ま

1
u
よ
v

つ

四
、
手
で
お
し
て
こ
し
の
強
い
も

の。

保

存

期

間

て

簡

易
包
装
の
も
の
は
、
保
存

性
に
お
い

て
あ
ま
り
効
果
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
ま
し
ょ

v

つ
二
、
買
っ
て
す
ぐ
食
べ
な
い
と

}

は
湯
に
と
お
し
て
か
ら
冷
蔵
庫

へ
入
れ
て
お
く
と
少
し
は
日
も

ち
が
し
ま
す
。

Fd''zi
、ιJeer
，、
F
f
v
，r'J--mig-
，，ごe
、』Je--
，t-
ご

納
税
の
お
知
ら
せ

今
月
の
納
税
は
市
県
民

税
で
す
。

早
目
に
納
付
し
て
下

さ
い
c

¥ 
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清

潔

な

環

境

おおむら市政だより(3) 

赤

痢

を

追

放 li

ま
ず
手
洗
の
習
慣
を

6月末まで実施

最
近

野
パ
ト

野
犬
に

よ
る
農

作
物
、

鶏
な
ど

の
被
害

が
多
く

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

赤
痢
菌
は、

患
者
や
保
菌
者
の

ふ
ん
便
と
一

緒
に
排
泊
さ
れ
ま
す

そ
の
菌
が
い
ろ
い
ろ
な
経
路
で

健
康
な
人
の
口
に
入
り
感
染
を
起

さ
せ
ま
す
。

ハ
ェ
、
ゴ
キ
ブ
リ
、

ネ
ズ
ミ
は

ふ
ん
便
を
運
び
、
赤
痢
菌
で
食
品

を
汚
す
の
に
大
き
な
役
割
を
は
た

し
て
い
ま
す
。

井
戸
水
や
川
の
水
な
ど
、
な
ま

水
は
大
変
危
険
で
す
。

V
ま
ず
手
を
よ
く
洗
う
習
慣
を

つ

け
ま
し
ょ
う

出
て
い
ま
す
。

な
り
農
業
関
係
者
か
ら
苦
情
が

市
は
猟
友
会
の
協
力
で
六
月

末
ま
で
有
害
鳥
獣
の
駆
除
を
行

っ
て
い
ま
す
。

放
し
飼
い
に
ど
注
意
下
さ
い

用
便
後
、
洗
た
く
物
な
ど
汚

物
の
取
り
扱
い
後
、
調
理
や
食

品
取
り
扱
い
の
前
、
外
出
か
ら

帰

っ
た
と
き
、

食
事
の
前
な
ど

は
特
に
手
洗
い
は
入
念
に

V
環
境
、
と
く
に
台
所
は
清
潔
に

保
ち
、
ハ
ェ
、

ゴ
キ
ブ
リ
、

ネ

ズ
ミ
を
退
治
し
、
ま
な
板
、
包

丁、

ふ
き
ん
な
ど
の
調
理
用
具

食
器
類
は
使
用
直
後
、
よ
く
洗

っ
て
乾
燥
さ
せ
て
下
さ
い

V

井
戸
水
、
川
水
は
危
険
で
す
が

赤
痢
菌
は
煮
沸
に
よ
っ
て
殺
菌

さ
れ
ま
す
か
ら
、

煮
沸
し
た
水

な
ら
大
丈
夫
で
す

企
野
菜
や
果
物
は
よ
く
洗
っ
て
食

べ
ま
し
ょ
う

な
ま
の
食
品
材
料
は
で
き
る

だ
け
早
く
調
理
し、

鮮
度
が
お

ち
な
い
う
ち
に
食
べ

る
よ
う
に

?
レ
古
品
I
U
よ
v

つ

企昼
食
品
を
取
り
扱
う
人
は
、

軽
い

下
痢
だ
と
い
っ
て
放
置
せ
ず
、

医
師
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う

素
人
療
法
は
危
険
で
す
。

ま
た
、

積
極
的
に
検
便
を
受
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

以
上
の
こ
と
を
注
意
し、

明
る

く
健
康
な
家
庭
を
築
く
よ
う
に
み

ん
な
で
注
意
し
ま
し
ょ
う。

交
通
遺
児
な
ど
に
貸
付

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で

は
、
自
動
車
事
故
の
被
害
者
で
生

活
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
人
へ
生
活

資
金
の
貸
付
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

所
得
税
を
納
め
て
い
な
い
人
、
市

民
税
を
納
め
て
い
な
い
人
ま
た
は

均
等
割
の
人
な
ど
で
、

1
自
動
車
事
故
に
よ
り
後
遺
障
害

が
の
乙
り
そ
う
な
人

2
ひ
き
に
げ
事
故
、
無
保
険
車
の

事
故
に
あ
っ
た
人

3
交
通
遺
児
ま
た
は
重
度
後
遺
障

害
が
の
乙
っ
た
人
の
子
弟
で
零

歳
か
ら
中
学
卒
業
ま
で
の
人

4
自
動
車
事
故
(
人
身
)
の
損
害

賠
償
の
判
決
、

執
行
証
書
な
ど

が
あ
っ
て
も
現
実
に
債
務
者
か

ら
払
っ
て
も
ら
え
な
い
人

に
は
、
自
動
車
事
故
対
策
セ

ン
タ

ー
が
生
活
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
社
会
課
に
お
問
合

せ
下
さ
い
。

4 

手口

印

年

度

一雇
用
促
進
融
資
の
募
集

昭

借
り
ら
れ
る
資

金

一

日
ま
で
(
融
資
枠
に
達
し
次

労
働
者
住
宅、

福
祉
施
設
、
職

第
打
切
り
〉

業
訓
練
施
設、

通
年
雇
用
設
備

利
率
中
小
企
業

年

八
Mm

身
体
障
害
者
作
業
施
設
、
心
身

大

企

業

年

八
・
五
労

障
害
者
多
数
雇
用
事
業
所
施
設

返
済
期
間
十
五
l
三
十
年
以
内

な
ど
を
設
置
す
る
資

金

※

申
込
み
及
び
詳
細
は
各
金
融
機

融
資
額

最
高
五

百

万

円

関

ま
た
は
市
商
工
観
光
課
へ。

受
付
期
間
五
十
一

年

一
月
三
十

福祉信用保証基金

乙
の
制

度
は
県
内

の
中
小
企

業
に
働
く

未
組
織
労

働
者
が
住

宅
資
金
や

生
活
資
金

の
融
資
が

容
易
に
受

け
ら
れ
る

よ
う
に
信

用
保
証
を

赤
痢
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
・

赤
痢
は
赤
痢
菌
の
感
染
に
よ
っ

て
起
る
伝
染
病
で
す
。

症
状
は
、
数
分
お
き
の
下
痢
と

腹
痛
、
便
に
は
血
液
や
粘
液
が
混

じ
り
高
熱
が
で
る
な
ど
で
す
。

最
近
の
赤
痢
は
、
強
い
症
状
を

示
す
こ
と
は
な
く
、
比
較
的
軽
い

症
状
で
す
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
多

い
の
で
、
見
逃
さ
れ
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

赤
痢
は
夏
に
発
生
す
る
病
気
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
乙
の
ご
ろ

で
は
一
年
中
い
つ
で
も
発
生
す
る

-
除一M仰戸

一

川

町

一
犬

一
野

一
K
4

-
パ

一
野

を用手IJ-" 
‘ー

行
う
制
度
で
す
。

利
用
資
格

ァ、

二
十
歳
以
上
で
県
内
に
居
住

し
県
内
の
同
一
事
業
所
に
三
年

以
上
勤
務
し
て
い
る
未
組
織
労

働
者
。
た
だ
し
勤
め
先
の
廃
業

倒
産
な
ど
で
転
職
し
た
場
合
は

前
事
業
所
の
勤
務
期
間
を
通
算

す
る
乙
と
が
で
き
る

ィ
、
県
内
に
三
年
以
上
生
活
の
本

拠
を
お
き
出
稼
な
ど
で
他
県
の

事
業
所

(船
舶
を
含
む
)
に
勤

務
し
て
い
る
人
。

保
証
す
る
資
金
の
種
類
、
金
額

ァ
、
住
宅
取
得
資
金
(
新
築
、
購

入
資
金
)
三
百
万
円
ま
で

ィ
、
住
宅
改
良
資
金
(
増
改
築
、

修
繕
な
ど
の
資
金
)
百
万
円
ま

で
ゥ
、
生
活
資
金
(
医
療
、
冠
婚
葬

祭
、
そ
の
他
緊
急
に
必
要
な

資
金
〉
五
十
万
円
ま
で
。

申
込
窓
口
十
八
銀
行
、
親
和
銀

行
、
労
働
金
庫
の
本
・
支
庖

※
詳
し
く
は
、
県
労
政
福
祉
課
内

同
基
金
へ
(
電
話

@
i
一
一
一
一

内
線
二
七
一
四
)
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(4) 

花できれいなまちを

一花 付-

市民憲 章 推進協議会

配を苗

市政だより

大
村
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
で

は
市
内
各
学
校
、
職
場
、
町
内
、

子
供
会
な
ど
に
毎
年
美
化
運
動
の

一
環
と
し
て
花
苗
を
配
付
し
、

美

し
い
花
を
育
て
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。本

年
も
次
の
と
お
り
配
付
し
ま

す
の
で
期
日
ま
で
に
お
申
込
み
下

さ
い
。

+
化
+
回

サ
ル
ビ
ア

マ
リ
l
守コー

ル
ド

対
象

町
内、

職
場
、
自
主
団
体

各
学
校
な
ど
で
道
路
に
面
し
た

花
壇
を
有
し
て
い
る
乙
と
。

配
布
数
一

団
体
五
百
本
ま
で
。

た
だ
し
、
希
望
多
数
の
時
は
協

議
会
で
調
整
す
る
。

申
込
締
切

六
月
二
十
五
日

申
込
方
法

次
の
事
項
を
ハ
ガ
キ

に
書
い
て
、

玖
島
郷
二
五
番
地

7

de---
3

:
・-‘
，、
f'a
ど
こ
---J
〉
〉

-〈
fee
r

，-jJ.Jf‘ご〉-〉〉
-3ed--
、
-zt
〈
-f
J

t
f
〉
---

•• 
、
・2
・・J

ゾ
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
I

l
l

-

-

め

へい

身

障

者

に

結

婚

祝

金

ハ

、

Jv

h
 

ん

市
は
身
障
者
の
結
婚
に
対
し
て
い
前
進
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
~

~
祝
金
を
贈
る
制
度
を
設
け

、

乙

の

し

た

い

も

の

で

す

。

叩

ん
度
め
で
た
く
結
ば
れ
ま
し
た
江
口

な

お

、

乙

の
制
度
に
つ
い
て
は
《

-

V

司
夫
妻
、
諸
岡
顕
夫
妻
に
結
婚
祝
五
月
一
日
号
の
市
政
だ
よ
り
で
お
V

ゲ
金
一
万
円
と
お
祝
い
の
乙
と
ば
を
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、

該
当
め

叩
し
る
し
た
証
書
を
贈
り
ま
し
た
。
さ
れ
る
人
は
申
請
書
が
福
祉
事
務
~

へ
ご
両
人
の
結
婚
を
お
祝
い
す
る
所
に
あ
り
ま
す
の
で
手
続
き
を
し
〈

〉
と
と
も
に
将
来
に
向
っ
て
限
り
な
て
下
さ
い
。

• 

• 
、、，
z
ee
-，‘、
J
z
，，，‘
=J
回、ar
t.J
‘、，
r
，，J
f
、--ze
B
，s
，

市
社
会
教
育
課
内
「
大
村
市
民

憲
章
推
進
協
議
会
事
務
局
」
あ

て
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。

O
花
苗
名
と
希
望
本
数

O
申
込
者
の
住
所
、
氏
名

(
町
内

団
体
な
ど
の
名
称
及
び
代
表
者

名
)
電
話
番
号

『・、.•••• 

，EE
、.EE--a
，、・・・・
aa
，、、••••• 

，e、・・・・・
4

，、・・・・・
a，、百・・・・
ER，‘、••••• 

，・、•.• 

巾女

民玲

フ*

* 
ノレ交

7
月
1
日
オ
ー
プ
ン

O
開
設
期
間

七
月
一
日

l
九
月
十
日

O
開
設
時
間

午
前
十
時
I
午
後
六
時

O
休
み
の
日

毎
月
第
一
月
曜
日

と
第
三
月
曜
日
及
び
八
月
十
四

十
五
、
十
六
日
、
そ
の
他
、
教

育
委
員
会
が
管
理
上
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
目
。
「
休
場
日
変

更
の
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の

旨
を
プ
ー
ル
管
理
棟
の
前
に
掲

示
す
る
」

O
個
人
利
用
料
金
一
人
一
日
一

回

大
人、

高
校
生
H
百
円

小
学
、
中
学
生
H
五
十
円

※
「
大
人
」
と
は
十
五
歳
以
上

の
人
。

O
注
意
事
項

一、

病
気
や
最
近
か
ら
だ
の
調
子

が
悪
い
と
思
う
人
は
ど
遠
慮
下

さ
い

二
、
必
要
以
外
の
現
金
及
び
腕
時

計
な
ど
の
貴
重
品
は
持
っ
て
来

な
い
こ
と

三、

自
転
車
は
盗
難
の
お
そ
れ
が

あ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
乗
っ

て
来
な
い
乙
と
。
自
転
車
の
鍵

は
、
釘
な
ど
で
簡
、単
に
あ
く
も

の
が
あ
り
ま
す
。
も
し
乗
っ
て

来
る
場
合
は
、
前
輪
、
後
輪
と

七
鍵
が
か
か
る
よ
う
に
し
て
あ

る
と
安
全
で
す

四、

プ
ー
ル
サ
イ
ド
は
水
で
ぬ
れ

て
す
べ
り
や
す
い
の
で
、

ぜ
っ

た
い
に
定
ら
な
い
こ
と
。
幼
児

の
場
合
、
保
護
者
が
手
を
引
く

よ
う
に
心
が
け
る
乙
と

五
、
水
衣
、

帽
子
、
浮
袋
な
ど
所

持
品
に
は
住
所
、

氏
名
を
必
ず

書
く
乙
と

六
、
プ
l
ル
サ
イ
ド
は
、
や
け
て

熱
い
の
で
付
添
い
の
人
は
上
履

を
持

っ
て
き
て
下
さ
い
。

句、.
z

・1
2・‘.‘
5
5
5・・・・
2
・Ji--.‘5
・・・・

5
・・‘・

3
・・・・

'
E
z
Z
5
5
5、3
S・J-t・品

一

補

助

グ

ラ

ン

ド

に

ナ

イ

タ

ー

施

設

一

…

7
月

中

旬

完

成

予

定

桁

い
市
民
の
皆
さ
ん
が
待
望
の
ソ
フ
完
成
は
七
月
中
旬
の
予
定
で
広
M

…
ト
ボ
ー
ル
ナ
イ
タ
ー
施
設
が
市
役

く
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
丸

刈
所
横
の
補
助
グ
ラ

ン
ド
に
完
成
し

ま

す

。

山

肌
ま
す
。

詳
し
く
は
市
体
育
課
へ
お
た
ず
山

ん

こ
の
施
設
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
ね
下
さ
い。

叫

ん
一
一
面
使
用
で
き
ま
す
。

M

被爆者手帳友の会

原
爆

被
爆
者

手
帳
友

の
会
大

村
支
部

が
市
内

西
本
町

五
二
六

番
地

大村支部の発足

原
爆
手
帳
の
所
有
者

(清
水
辰
雄
宅
)
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。支

部

長

小
川
大
基

副
支
部
長

菱

谷

武
平

会

計

清
水
辰
雄

原
爆
手
帳
所
有
者
で
加
入
さ
れ

る
人
は
、

電
話
①
l
二
六
六
三
へ

種
々
の
相
談
な
ど
も
ど
連
絡
下
さ

所
得
税
額
届
は
早
め
に

原
爆
被
爆
者
の
健
康
管
理
手
当

受
給
者
で、

ま
だ
所
得
税
額
届
の

申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
人
は
早
く

申
請
を
し
て
下
さ
い
。

O
健
康
管
理
手
当

支
給
制
限
一
部
改
正

従
来
所
得
税
額
が
八
万
円
を
乙

え
る
と
き
は
健
康
管
理
手
当
の
支

給
を
行
わ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
の
改
正
で
十
一
万
七

千
五
百
円
と
な
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
社
会
課
へ
お
た
ず

ね
下
さ
い
。¥ 
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お

し

ら

せ

注
射
と
検
診

圃
妊
婦
教
室

対
象
妊
娠
中
の
人
、
特
に
初
め

て
の
妊
娠
の
人
は
是
非
ご
出
席

下
さ
い
。

時
間
午
後
一
時
か
ら

場
所
市
役
所
健
農
相
談
室

l 内

7月2日 10知っておきたい、母と子のための制度

(第1回)10妊娠中の保健(乳房マッサージの実習)

7月9日jO安産のために(補助動作妊婦体操の実習)

10産後の保健
(第2回)10育児(赤ちゃんの入浴のさせ方の実習)

[7月16日|O家庭の幸せのために協計画〉
(第3回)10妊娠中の栄養のとり方(貧血食の実習)

打そ，

fヨ・
圃
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

該
当
者
次
の
人
を
除
く
全
員

山
就
学
前
の
乳
幼
児

ω小
・
中
・
高
校
な
ど
修
学
年
限

一
年
以
上
の
学
校
の
児
童
生
徒

同
事
業
所
で
定
期
検
診
を
受
け
る

人
凶
現
在
、
結
核
の
治
療
を
受
け
て

い
る
人

料
金
無
料
で
す
。

実
施
日
程
下
記
の
通
り

-
3歳
児
健
康
診
査

対
象
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
生

れ
の
人
と
同
年
六
月
か
ら
十
一

月
生
れ
の
人
で
、
ま
だ
健
診
を

受
け
て
い
な
い
人
。

日
時
六
月
二
十
四
日
(
火
)

午
前
九
時
三
十
分
l
十
一
時

午
後
一
時

1
二
時
三
十
分

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
参
し

て
下
さ
い
。

圃
ツ
反
、

B
C
G
中
止
の

お

し

ら

せ

六
万
一
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
「
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

並
び
に

B
、
c、
G
接
種
」
は
、
都

合
に
よ
り
中
止
し
ま
す
。

5
一
切

m
m
m
一
泊

m
m
一
羽

ωω
一
切

m
m
m
一羽

m
m
m一

m
m
m
-m
m
m一
松

診

陸
一

t
t
t
k
一
t
k
E
一
k
t
t
一
か
止

t
k
一
配
止
ト
ト
ト

r

-

t

i

宇

一
かか企

t
-竹
議

-
1
i
1
i
Tょ
1
i
一

4
i
1
i
1よ

-
1
i
1
4
1
i
一

1
i
1
i
1
4
1
4
一
司
i
1
i
1
i
1
4
-

4
I
1ょ
1
4
一
1
i
1
i
1ょ
一

F
市

一
~
ト
ト
ト

一
ト
ト
ト

一
ト
ト
ト

-
ト
ト
ト
ト

一ト
ト
ト
ト

一

ト
ト
ト

一
ト
ト
ト

-
低

賠

-uf

一
1
1
4吋
AJ
-
1
1
1
一
1
1
3
一
3
0
0
1
一
A41
0
0
3
一

1
1な
一
1
1
1
一
民

循

す

民

-
9
日
目
日

一
9
n
n
-
9
日
四
一

9
日
目
日
一

9
日
目

U
一

9
日
目
一

9
n
n
一

公

後

ま

一

」

「
1

1
1

1

「
il
llL
I
l
i
-
-一

i
ll
L
i
ll
i--宅
影

り

場
横
園
館

7
館
工

所

出

館

館

館

一

時

一院
間
鵡

一
時

崎

明

ほ

り

清

一
醸
民
町

一
軒

民

民

民

公

一

病

問

公

一
山

げ

似

美
a

一
州
公
公

一
大

融

公

む

と

宅

一

吉

町

一
館

ン

歳

出一
一即時口
一一

一

一

一

一

生

紅

白

古

川

「
l
il

i-
-

L
I
l
i--
、

公

施

し

日

-
臼

日

一

日

お

町

実

だ

目

。

一
日

わ

加

わ

一

計

鉛

な

本

も

た

月

ω
一
月

心

月

(

一

月

(

6

一

6

6

6

所場

(月〉

健康相談室日程表 圃
19時--11時113時-16時 | こ

7月2日!妊婦相談 |妊婦教室 | ん
扇面「 ン 寸 一般健康相談 l保 に

I ~-r '~~_; '~:':-:: I健 ち
7月 9日I 11 妊 婦 教室 |
一←一卜一一-l |婦は
7月11日1 11 乳幼児相談 |で

7月16日1 11 妊 婦 教室 |す

7且18日 11 一般健康相談

7月25日1 11 乳幼児相談

募

集

園
第

4
回

青
年
圏
内
研
修
生
募
集

期
間
九
月
二
十
五
日
(
木
)
l

十
月
四
日
(
土
)
十
日
間

研
修
地

愛
知
県
、
富
山
県
、
東

京
都

研
修
内
容

O
都
市
訪
問
と
地
元

青
年
と
の
交
歓

O
施
設
の
視
察
、
見
学

O
大
村
市
の
紹
介

。
そ
の
他
各
種
研
修

募
集
人
員
六
人

資
格

O
市
内
に
在
住
す
る
勤
労

青
年
(
男
女
を
間
わ
な
い
)

O
年
齢
は
お
お
む
ね
二
十
歳
か
ら

二
十
五
歳
ま
で

O
健
康
で
団
体
生
活
に
適
応
で
き

る
青
年

O
事
前
・
事
後
研
修
と
も
参
加
で

き
る
人

経
費
個
人
負
担
一
万
円
程
度

申
込
市
社
会
教
育
課
に
関
係
書

類
が
あ
り
ま
す

申
込
期
限
六
月
二
十
八
日

※
詳
し
く
は
、
市
社
会
教
育
課
へ

園
山
火
事
予
知
ポ
ス
タ
ー

の
図
案
標
語
募
集

要
旨
山
火
事
の
危
険
を
広
く
国

民
一

般
に
周
知
さ
せ
、
山
火
事

の
防
止
、
森
林
愛
護
の
必
要
性

を
強
調
し
た
も
の
で
未
発
表
の

も
の
。

用
紙
の
大
き
さ
、
色
彩
な
ど

O
大
き
さ
は
、
縦
己
主
、
横
田
口
言

と
し
、
縦
書
き
と
す
る
。

O
色
彩
は
七
色
以
内
(
油
彩
、
水

彩
、
ク
レ
ヨ
ン
何
で
も
可
)

O
標
語
の
場
合
、
用
紙
の
大
き
さ

は
自
由
と
す
る
。
ま
た
、
文
語

口
語
、
長
さ
も
自
由
。
但
し
、

山
火
事
予
防
、
森
林
愛
護
を
強

調
し
た
も
の

O
作
品
の
裏
面
に
も
住
所
、
氏
名

※ 

を
明
記
す
る
乙
と
。

締
切
期
日
七
月
三
十
日

作
品
送
付
先
〒

m東
京
都
千
代

田
区
六
番
町
七
番
地

日
本
林
業
技
術
協
会

※
詳
し
く
は
市
農
林
水
産
課
林
務

係
へ

園
手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

作

品

募

集

資
格
小
学
一
年
生
か
ら
中
学
三

年
生
ま
で

応
募
規
定

O
作
品
は
手
紙
文
に
限
る

O
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内

送
付
先
大
村
・
竹
松
ま
た
は
松

原
郵
便
局

締
切
七
月
十
五
日

※
詳
し
く
は
大
村
郵
便
局
郵
便
課

(
電
話
②
|
二

O
O六
)
へ
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(6) 

受
付
期
限

圃
警
察
官
募
集

七
月
五
日
ま
で

受
験
資
格

A
、
四
年
制
大
学
卒
業
(
昭
和
五

十
一
年
卒
業
見
込
を
含
む
)
で

昭
和
二
十
三
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
生
れ

の
男

特
B

高
校
卒
業
(
既
卒
者
の
み
)

昭
和
二
十
二
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
三
十
二
年
四
月
一
日
生
れ

の
男

一
次
試
験

試
験
地

八
月
十
日

駐
在
所
へ
。

※
詳
し
く
は
、
警
察
署
・
派
出
所

長
崎
市
・
佐
世
保
市

い

耳

と

言

葉

の

~

…

相

談

日

一

~

と

き

〈

叫

毎

月

第

3
土

曜

日

~

~

午

後

1
時

i
4
時

九

~

と

こ

ろ

〈

…

福

祉

セ

ン

タ

ー

い

J
J
e
z
-
-
3一

九
ご

t
F
-
1
t
f
J
4
2
3
2
-
z
e
u

園
調
理
師
試
験

試
験
期
日
八
月
五
日

試
験
地
長
崎
市
・
佐
世
保
市

試
験
科
自
衛
生
法
規
、
食
品
学

園
大
村
ス
イ
ミ
ン
ゲ

公
衆
衛
生
学
、
調
理
々
論
、
栄

養

学

、

食

品

衛

生

学

ク

ラ

ブ

会

員

募

集

受
験
資
格
中
学
卒
以
上
で
飲

食

大

村

地

区

水

泳

連

盟

で
は
、
七

庖
営
業
又
は
給
食
施
設
(
診
療
月
一
日
か
ら
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

所
を
除
く
。
保
健
所
へ
届
出
て
を
開
設
し
ま
す
の
で
次
の
と
お
り

あ
る
施
設
)
で
二
年
以
上
調
理
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

業
務
に
従
事
し
て
い
る
人
。
資
格
小
学
校
四
年
生
か
ら
中
学

但
し
旧
国
民
学
校
初
等
科
修
了
生
ま
で

者
は
七
年
以
上
調
理
の
業
務
に
会
費
入
会
金
二
千
円

従

事

し

た

人

。

会

費

月

額

二

千

円

提
出
書
類
受
験
願
書
、
履
歴
書
申
込
み
及
び
問
合
せ

学
歴
証
明
書
、
調
理
業
務
経
歴
市
役
所
財
政
課
高
月
明

証
明
書
、
写
真
、
戸
籍
謄
本
又
申
込
期
限
六
月
二
十
五
日

は
抄
本
(
卒
業
証
書
の
氏
名
と
定
数
回
十
人

現
氏
名
が
異
な
る
場
合
)
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で
決
定

試
験
手
数
料
千
円

願
書
提
出
期
限
六
月
二
十
四
日

ま
で

願
書
提
出
場
所

試

験大
村
保
健
所

@
調
理
師
試
験
予
備
講
習
会

日
時
七
月
十
四
・
十
五
日

午
前
九
時
三
十
分

l
午
後
四
時

三
十
分

場
所
農
協
会
館
(
杭
出
津
郷
)

受
講
申
込
六
月
二
十
四
日
ま
で

受
付
場
所
大
村
保
健
所
内
食
品

衛
生
協
会

手
数
料
二
千
五
百
八
十
円
(
テ

キ
ス
ト
問
題
集
代
含
む
)

ス

ポ
ー
、y

催

し

も

の

園

南

画

展

期
間
六
月
二
十
五

t
二
十
九
日

場
所
中
地
区
公
民
館

出
品
点
数
約
八
十
点

出
品
者

日
本
南
画
院
評
議
員

A
E

同
回
目

ノノ

山才一
口木瀬
鉾青春
川 雲郷

ご寄付ありがとうございました

社
会
福
祉
事
業
費
へ
金

一
封

ム
竹
松
本
町
の
三
浦
ミ

ユ
キ
さ
ん
は
亡
夫
与
四

郎
さ
ん
の
忌
明
に

ム
松
山
郷
の
高
以
良
道

幸
さ
ん
は
亡
母
シ
マ
さ

ん
の
忌
明
に

ム
上
杭
出
津
郷
の
田
崎

貞
雄
さ
ん
は
亡
母
ツ
ヨ

さ
ん
の
忌
明
に

A
竹
松
町
の
上
野
類
作

さ
ん
は
亡
母
セ
キ
さ
ん

の
忌
明
に

圃
巡
回
援
護
業
務
の

現
地
相
談

旧
軍
人
・
軍
属
及
び
遺
族
な
ど

の
援
護
関
係
に
つ
い
て
次
の
と
お

り
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

生
存
者
や
遺
族
の
人
で
請
求
が
済

ん
で
い
な
い
人
、
種
々
の
門
題
が

あ
る
人
は
お
い
で
下
さ
い
。

期
日
六
月
十
八
日
市
役
所
第
一

会
議
室
午
前
十
時

l
午
後
四
時

詳
し
く
は
市
社
会
課
へ
。

そ

の

他

園
新
着
図
書市

立
図
書
館

O
親
の
顔
が
見
た
い
(
川
上
源

ム
乾
馬
場
郷
の
田
淵
フ
ジ
エ
さ
ん

は
亡
夫
勝
蔵
さ
ん
の
忌
明
に

ム
小
路
口
第
三
住
宅
の
秋
富
八
千

代
さ
ん
は
亡
夫
秋
男
さ
ん
の
忌
明

乙ム
宮
小
路
三
丁
目
の
井
手
毅
さ
ん

は
亡
父
鶴
吉
さ
ん
の
忌
明
に

A
竹
松
本
町
の
染
石
常
雄
さ
ん
は

亡
父
近
太
郎
さ
ん
の
忌
明
に

ム
日
泊
郷
の
一
瀬
恒
博
さ
ん
は
亡

妻

マ
サ
子
さ
ん
の
忌
明
に

ム
大
村
商
工
会
議
所
の
富
永
嘉
月

さ
ん
は
役
得
金
を

ム
大
村
共
立
病
院
院
長
長
岡
守
栄

太

)
O崩
れ
ゆ
く
日
本
を
ど
う
救

う
か
(
松
下
幸
之
助
)
O収
容
所
群

島
(
ソ
ル
ジ
ェ
ニ

l
ツ
イ
ン

)
O
ド

ン
松
五
郎
の
生
活
(
井
上
ひ
さ
し
)

O
青
春
の
門
(
五
木
寛
之

)
O梅
干

と
日
本
万
(
樋
口
清
之
)
O砂
の
器

(
松
本
清
張

)
O元
禄
太
平
記
(
南

条
範
夫

)
O
に
わ
と
り
の
ジ
ヨ
ナ

サ
ン
(
ソ
ル
・
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
)

O
邪
馬
台
の
美
姫
(
青
木
慶
一

)
O

刑
事
コ
ロ
ン
ボ
(
リ
ン
ク

)
O
セ

|

ヌ
左
岸
で
(
犬
養
道
子

)
O複
合
汚

染
(
有
吉
佐
和
子

)
O作
家
の
生
き

方
(
高
橋
健
二
)
O新
し
い
手
紙
文

(
酒
井
俊
治

)
O届
出
文
書
の
書
き

方
(
山
崎
金
造

)
O
つ
け
も
の
常
備

菜
(
福
知
千
代
)
O誤
れ
る
現
代
医

学
(
橋
本
行
生

)
O乙
れ
が
自
覚
症

さ
ん
は
金
一
封
を

清
和
国
へ
ご
預
託

ム
松
並
町
の
「
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
」

グ
ル
ー
プ
(
代
表
者
古
川
和
代
さ

ん
)
は
バ
ザ
ー
を
し
た
際
の
売
上

金
の
一
部
を

大
村
子
供
の
家
、
大
村
共
立
病
院

へ
ご
預
託

ム
竹
松
本
町
の
三
浦
ミ
ユ
キ
さ
ん

は
亡
夫
与
四
郎
さ
ん
の
忌
明
に

大
村
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
ご

預
託

ム
上
杭
出
津
郷
の
田
崎
貞
雄
さ
ん

は
亡
母
ツ
ヨ
さ
ん
の
忌
明
に

状
(
双
津
幸
男

)
O九
州
の
絵
画
と

陶
芸
〈
三
上
次
男
)
Oや
さ
し
い
版

画
教
室
(
羽
場
徳
蔵
)
O経
済
問
題

の
基
礎
知
識
(
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
)

無
料
で
気
軽
に
利
用
で
き
ま

す。回
フ
月
の
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

。
一
日

l
四
日

O
七
日

l
八
日

O
十
五
日

l
十
六
日

O
二
十
一
日

1
三
十
一
日

昭
和
五
+
年
度
分
市
県
民
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た
。

も
し
届
か
な
か
っ
た
り
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
市

課
税
課
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
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